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南アフリ力で産出 ＼ 
\ 

玉髄のなかまで、 

細かい石英の結晶 

が集まってできて 

いる。 
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ガラスのような光沢 

や脂肪のような光沢 

を持つ。 

、ミ誉恕‘略～ 

武・血fゼ鳶苦編い 

奪鍵ミ 
り‘S、 g等’; 

・ミ7に』，斌に 

難 
ケイ酸塩鉱物 

~て無ミブFコ編鷺艦l準鰍鱗議 

へき ぎょく 

碧玉 
多孔構造を持ち、孔の部分に 

入り込む副成分によってさま 

ざまな色になる。 

こ・畦二，I‘→可 

、、声幸‘叱：霊こ」 

‘・豪‘麟紀を冬 

ハンマーでたたく 

と貝殻状の断口を 

示す。 

素焼きの陶板にこす 

りつけると白色また 

は赤色の条痕が残る。 
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多孔構造による色の変化 

玉髄のなかまである碧玉は、細かい石英の結晶が集 

まった廠蓄な構造を持つシリカで、構造中に小さな托 

が多くある。この孔の部分に副成分を取り込むことが 

できるため、地中で近くに存在していた鉱物の色に影 

響されて、さまざまな色であらわれる。最もよく見ら 

れる茶色がかった赤色のものは、副成分として募鉄鉱 

を含むことが多く、そのほか濃い茶色や灰色、黒色、 

暗緑色、黄色などでも産出。なかでも黒色の碧玉は、 

ョーロッパでは古くから、合金を黒い碧玉にこすりつ 

けてできた条痕を、既に金の含有量がわかっているも 

のの条痕と比べて、合金中に含まれる金の量を調べる 

試金石として利用されてきた。 

▲表面を研磨した碧玉。 
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▼副成分として酸化鉄と、酸化状態の違う鉄分が入 

り込み、縞模様があらわれた碧玉c 

▲カッティングが施された碧玉。 

装飾品に加工される「リボン・ジャスパー」 

一般的に、色などに一貫性のない鉱物は宝石としての 

商業的価値が低くなるが、碧玉の場合は、色の多様性が 

魅力のひとつになっている。主にフランス、ドイツ、ロ 

シアで産する表面に縞模様があらわれた碧玉は「リボ 

ン・ジャスパー」と呼ばれ、沈み彫りのインタリオや浮 

き彫りのカメオになるほか、カボション・カットが施さ 

れて宝石に用いられる。また、彫り物、モザイク、壷、 

飾り箱などにも加工されている。 

ベネズエラ 

アメリ力 

力リフォルニア州で「オー 

ビキ」ラ 」と呼ばれる課 

状の碧玉が産する。 


